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団体名 所属課 出席者 役職 備考
青森県 企画調整課 梅内一善 主事
岩手県 情報科学課 高橋厚 主任主査（財）岩手県高度技術振興協会 丹野和夫 理事兼研究開発センター 長
秋田県 学術振興課 佐々木重夫 主任
宮城県
気仙沼水産試験場 西堀修一 栽培部長
林業試験場研修部 佐藤浩一 研修部長青沼修一 技術主査





産業経済部産業技術振興課 門脇克行 主任主査松野茂 主任主査
山形県 企画調整課科学技術振興室 梅津敏彦 科学技術振興主査
福島県 工業課 菅野雅浩 主査
栃木県 商工労働観光部工業課 北候一郎 係長






神奈川県 神奈川科学技術アカデミー 中村英樹 係長笠原　昭 主任
新潟県 新産業振興課 大原圭 主事
富山県 企画部計画課 黒崎勇一 主事
石川県
（財）石川県産業創出支援機構 嶺蔭士朗 コー ディネーター
プロジェクト推進部 梅田章 部長
商工政策課 中島恵理子 主事
福井県 （財）若狭湾エネルギ 研ー究センター 前田昭一 事務局長吉岡満夫 企画審議担当
山梨県 企画課 新津修 副主幹前島斉 主任
長野県








静岡県 研究企画室 前田勝利 主幹（財）浜松地域テクノポリス推進機構 吉田勝治 理事
愛知県 商工部産業技術課 小林克明 主事
三重県
三重県工業技術振興機構 野田宏行 顧問
科学技術振興センター 長谷川寛 センター 次長横山幸徳 主幹
滋賀県 商工労働部新産業振興課 月瀬寛二 調査員重吉琶湖研究所 西村利夫 副参事




大阪府立産業技術総合研究所 米田明彦 次長 事膠訝芹者
兵庫県 知事公萎（科学技術担当） 落合正晴 課長補佐 害1野手訝芹者
奈良県 工業技術センター 西岡久隆 総括研究員
和歌山県 工業技術センター 龍田昇 課長
鳥取県 企画課 寺崎敏雄 企画員
島根県 島根県立工業技術センター 化学科 野田修司 科長島根県東京事務所 増原宏 商工労働課長
岡山県
岡山県新技術振興財団 稲村賓 参与横田尚之 主幹
工業技術センター 研究企画室 平松実 室長
岡山セラミックス技術振興財団 武内修治 技師溝田恭夫 主任










愛媛県 衛生環境研究所 井上博雄 所長菅　正信 主任
高知県 産業技術振興課 遠藤恭範 主査
福岡県 商工部新産業・技術振興課 立木喜久生 技術主査工業技術センター 企画管理部研究企画課 武藤行弘 研究員
佐賀県 商工労働部新産業情報課 笠原正博 企画調整主査
長崎県 企画部企画調整課 山口昭光 課長補佐
熊本県 企画開発部企画調整課21世紀政策企画室横尾徹也 参事熊本テクノポリス財団 草野民三 新技術コー ディネータ
大分県 産業振興課 船田　昌 主任
宮崎県 企画調整課 金丸裕一 主幹
鹿児島県 企画部新技術情報課 池之野弘幸 主査
沖縄県 亜熱帯総合研究所 真武信一 主任研究員
仙台市 東京事務所 佐藤能夫 主査





広島市 経済局経済振興課 向久保　亨 主査
福岡市 総務企画局企画調整部 波多江隆学 企画係長
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団体名 所属部課 出席者 役職 拶考
岩手県立大学 西澤潤一 学長 基調房演者
科学技術庁
長官官房 崎谷原文 審議官 房厨者
科学技術政策局評価推進室 佐野太 室長 房演者
科学技術振興局地域科学技術振興室鈴木 隆 室長
理化学研究所 企画部 大窪道草 調査役 事柳 告者
フィンランドセンター ピー クネン・ユツカ所長
岩手県立大学 総合政策学部 平野千博 教授





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































文　 部　 省 13，704
科 学 技 術 庁 7，703
通 商 産 業 省 5，107
農 林 水 産 省 1，157
厚　 生　 省 1，095
防　 衛　 庁 927
そ　 の　 他 3．150



















































1 1 年 度 予 算 1 2 年 度 予 算 備　　　　　 考
1 ． 一 般 会 計
（1 ）科 学 技 術 振 興 費
（2 ）エ ネ ル ギ ー 対 策 費
（3 ）そ の 他 経 費
2 ． 特 別 会 計
（1 ）産 業 投 資 特 別 会 計
（2 ）電 源 開 発 促 進 対 策
6 ，1 5 3 億 円 6 ，3 2 8 億 円
4 ，5 3 4
1 ，5 0 9
2 8 5
1 ，5 0 8
3 7
1 ，4 7 1
対 前 年 度
（6 ，0 85 ）
4 ，3 2 0
1 7 5 億 円 、 2 ．8 ％ 増
（2 4 3 ）　　 （4 ．0 ％ ）
対 前 年 度
（4 ，2 5 2 ）
1 ，5 7 4
2 5 9
1 ，5 8 5
3 7
1 ，5 4 8
2 1 4 億 円 、 4 ．9 ％ 増
（2 8 2 ）　　 （6 ．0 ％ ）
対 前 年 度
△ 6 4 億 円 、 △ 4 ．1 ％ 滅
対 前 年 度
2 6 億 円 、 1 0 ．0 ％ 増
対 前 年 度
△ 7 7 億 円 、 △ 4 ．9 必 滅
対 前 年 度
増 減 な し
対 前 年 度
特 別 会 計 △ 7 7 億 円 、 5 ．0 ％ 減
合　　　　 計 （謂 7 ，8 3 7 対 前 年 度
9 8 億 円 、 1 ．3 ％ 増




















































































































































































































































































国　 名 日　 本 米 独 仏 英
項　 目 （9 8 年、度 ） （9 8 年 度 ） （9 7年 度 ） （9 7年 度 ）（9 7年 度 ）
国
力
国 内 総 生 産 （G D P ） 4 9 7 兆 円 1 ．14 7 兆 円 2 5 3 兆 円16 9 兆 円 15 5 兆 円





研　 究　 費　 総　 額 16 ．1 兆 円 2 9 ．7 兆 円 5 ．8 兆 円 3 ．8 兆 円2 ．9 兆 円
研 究 費 の 対 G D P 比 3 ．2 5 ％ 2 ．5 9 ％ 2 ．2 8 ％2 ．2 4 ％ 1 ．8 7 ％
研究費総額 （自然科学部門）
対G D P 比
（14．8兆円）
（2．98％）
政　 府　 負　 担　 額 3 ．5 兆 円 8 ．7 兆 円 2 ．1 兆 円1 ．6 兆 円 0 ．9 兆 円
政 府 負 担 割 合 2 1 ．7 ％ 2 9 ．4 ％ 3 6 ．2 ％ 4 2 ．4 ％3 0 ．8 ％
対 G D P 比 0 ．70 ％ 0 ．7 6 ％ 0 ．8 3 ％0 ．9 5 ％ 0 ．5 8 ％
政府負担額（自然科学部門）
政府負担割合




民　 間　 負　 担　 額 12 ．6 兆 円 2 1 ．0 兆 円 3 ．6 兆 円 1．9 兆 円1 ．6 兆 円
（）内は民 間負 担 割合 （78．0％） （70．6％） （61．9 ％） （49．7％） （54．3％ ）




（95年度 ） （95年 度 ） （96年 度 ） （96年度 ）
98 ．8 2 3 ．1 15 ．5 14 ．6
民　　　　　 間 4 4 ．5 80 ．0 12 ．9 7 ．2 8 ．6．
（60 ．8％） （80 ．9％） （5 6 ．0 ％） （4 6 ．5 ％）’ （5 8 ．9％）
政 府 研 究 機 関
大　　　　　　 学
3 ．1 5 ．4 3 ．・7 2 ．8 1 ．3
（ 4 ．2 ％） （ 5 ．5％） （1 6 ．1％） （18 ．0 ％） （ 8 ．9 ％）
2 5 ．6 1 3 ．4 6 ．4 5 ．5 4 ．7










（99星 度）（9。葦 度 ） （9。攣 度） （適 度）（97葦 度 ）
科　 学　 技　 術　 関　 係　 予　 算 3．2兆 円 9．9兆 円 1．2兆 円 1．6兆 円 1．1兆 円












































































一一　　　 一・、．　　　　 ／棘 ＿＿　 口 一一 転　　 ／ア 一三 墓 ≧ 臥 ・
1・一こ＝＝＝　＝＝＝一 一′一‾－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I　　 l　　 l
19 8 5 1 9 8 6 1 9 8 7 1 9 8 8 1 9 8 9 1 9 9 0 1 9 9 1 1 9 9 2 1 9 9 3 1 9 94 1 9 9 5 1 9 9 6 1 9 9 7 1 9 9 8
十 ライフサイエンス（米 国 ） → 一情 報 通 信 （米 国 ） －→ －環 境 （米 国 ）　 ・→ト エ抽 ギ ー（米 国 ）
◇ 材 料 （米 国 ）　 → 一製 造 技 術 （米 国 ） －← 社 会 基 盤 （米 国 ） 」か ライフサイエンス（日 本 ）
」ト 情 報 通 信 （日 本 ） → 卜 環 境 （日 本 ）　 →臣 エネルギ㌧ （日 本 ）　 ロ 材 料 （日 本 ）
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b velH COntinuousimprovementofmethodology isunderway（leami ngtype）
－140－
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ネ ル だ が ．輪 字的 X 以 外 に ■ほ引治は 評 判 且も縛 ● 暮 事に 加 えるくメリヮト l己 隅 仕 と中 立t J の R t t l t た（e P R A 〉
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え や ■肩 ロ の ■■ e tでせ る■∩ 肩が 加 わ も
h J 晴 胃 の■ 陶 や ▼ 肩 ■1 壬 胃 の ■胃 に 用 いられ h
・ 大 空 ■打 の 4 ● J ＝ 両 日 川 川 は 層 欄 してア セス メン トt 霹 鴫 もことも■
・ 満目■■ ■ は ．鴨 雫 杖 胃 の 肩 ．そ れに よっ てもたら され る メリット．t 肩的
い ．
叫で の ランク胃 が t ■ されて い もが J ■● との H 欄 はり‖ 鄭引k J 引致 ■に
よも■ 1 化 も■み 与れ てい h
蔓 ・．0 鵬 c °°【叫 か らの 静 ■● 1こ鵬 の ユー 1 一 【■ 肩 ■ ）モ如 1 ・Y ▲ 一 ■ 【°r・．γ（毅 肩 に 肩書 う▲ ▲ ）と － 叫 1 4 化 ）t 停車 ■ 量 と
す る．
・ 上 山 内 胃 ）か らT 肩（散 文 H 彙 舞■ ■ 叫 ）に か l†て いくつ か の り即 ＝ が あ
て聞 バ キル t 胃 虞（E P S R C は ピア・パ ネ ル とユ ・一グー ・パ ネ ルに 分 ■ し Y ．肩 ■ t 糾 丁 ■ t IH の ため の 事 前 ■ 肩 に つい ては ．モh f h の ■ 膚
てユ ー ザ・・4 1の評 t t h 化 〉
・ 且 且に よっては ．フ着－ サ イトの 鏑 ■モ 丘検 させた プログ ラム が 出 され て
に 机 、てe ■の 任 事 に 拓 じた．r ■ 肩 鴫 の 策 鴫 Jに 暮づ くp ■ が 行わ h て
・ 辞 書 工 事株 フギー サ イトの 疇 1 モ丘珠 い も． いも ．丁年 わ ～ ．T O t 綱 に 胃 丁 も上 ■ ■ M に よ るr外 れ 許 す 」とな ってい
る．
・M b ° は 叫 細 に 肩 書うえ肩 ）と 叫 （1 1日ヒ川 畑 帽川 は 止 ・プ 白グ ラム ご 日工．事 前 に ．貝0 ▲〟 三え ナー トメン ト（台1 日飾■ 事 ．邑 事 ．t
・ t t のた め の 中 間 ・事 t 胃t 帆 それ ぞ れ の 韓 H に点 い て ■ 優 鴫 にも り
■ 雷れ て お り．1 1 決 定 ■ f 含 む　 ● 址 内 外 の H ■ t t 幹 事 肴 と丁 も rl嶋
す る 定 ．t 工事リン グ．雷 t 胃 ■ のq 白が 記 述され たもの ）が け 止 され 鳥 ．
・ 肩はH E 分 ■ H （R C ．）内 ■ に胃 ■ 斤 ■ の ■ T 事 ∩ 肩（プラクナイシ■ナ ー ） ・ 耳 ■ は■ 府 内 ■で ■ ま され るが ．プ ログラム 全 作 t ■ t T るため に ．▼毛■ 胃 t J が 行 わ れ てい る ・この フェー ズ は ．r レビ1 － l血 〉題と胃 ばれ も
f E t して ■ t （U K t デル ） な t ■ 肩 の人 視 が h l t 事の ▲ 胃 界 および 事 鼻 か らの 輸 足 した メンバ ー ことが 事 い ．
と．スポン サ ーとな ってい るt お よび 研究 ■ ■の 代 車廿 も■ 止 され る■止
し た■ ■ 睫が 校 t され て い る．胃た ．■ 々の プ ログラム に つ い ては ．中は
・ ■ 岬 やt t 食事 に つい て は ．そ の 内 e t で含 め て ．■ 会 の 付 ■ ■ 叫 でも
リ．1 肩 肩 ・事 鼻 からの t 肩 およ びスポ ンサ ー とな って い る雪 および覇 穴 ■ あ H ▲0 【E t R ）によって 上題 され ていも ．
肩 の 代t からな る隻 ■ ■ が ．肩 ■配 分丁 べ きプロジ1 クトの t l 久 重 t H ・ 大 字 に おけ る研 究 に欄 け1 け 日日 駁掛 のた め ．大 字 事♯ ご とモ桝 ■ とした
へ の■ 肩 や ．プ ログ ラム の ■ T の t t f 行っ てい る（フ4－－サイト L 帥恨 事 ．R ．t°e lt h ▲肩H ■W t b 鵬 ．°（研 究 事 調 停 甘 露 ■ ド ガ 行 わ れて い
題l ■）． も．分 肩 ご との ● ′t 事ル で は ．手 肩 の ビアの み な らす ．騎只 の 柵 竜 鴫ユ ー
・ t 内 ■に ．e t から ■立 した 静■ h 鳥 が 拉 t され ．押 す 靂 も の ■ 雷 事∩
サ 胃 の 朋 与 着 も胃 中 書 に書 の もれ てい る ．静■ ■ 櫨 で は ．r 公 的色 J J 毒
t モ■して■ T して いる ．t た ．プログ ラムの ■ 肩 につ い ては ．含p 分 lM こ 調色 J や ．rc仰 山 l鋤 くコン サル ナー シ■ン ／■ 円鴫 も 肩 ）J が ■ 痍 され て
も 詳しい■ ∩ 霰の 文 書 モ量 けてい も ．
い る．
・ 胃 t t の ■ t や事 が ＝あ たって は ．叫 与● モ代 t T も■ モでき るだけ t の
もととtJ こ．モh 与のあ いだ の さ■ぎt な ’バ ランス ．も■ ■ され て いる ．
・ 肩 ■ 巴 分 l■ 比 内■ に陣 t 譜 ■の ■ t 事 n t t 級 t して 1 1■して いも ．
tl 1 叫 ● ‡臼 と °．t叫 h ll（■ E u ■ 化）が 鋼 ●t t に も肩か れ てい ・ H i との 銃 ● および 甘 露 ■■ 主 事 へ の 仙 （¢ 托 ）が 静H ■t t ・ ■ 卓 1 土 柱 h ．叫 す IU お よび 上 ● ●叫 の 社 t 輪 t ∈としての 肩 ■
も
・ 大 字 （と一 事 u n 8 の 調 又 ●　 一、の フアン ナ イン タ の ■ 書 ．■h 咄
・ 上 も■ H （合． e r ）に よる肘 ■ ・真 ■　ト 韓 となった 帽 であ り．r■u ■F 」一 ・ q 文 ■ ■ t lE T に ■ つ 中仙 ■ ■ （u 帽 ．F ltc 胃 ）が ● 研 究 ■叫 モ 幹● （暮
l プロジェク ト エージ 1 ンシー J－ r R 東 泉 施 主韓 」とい う肩 肩 ■ ■ モ止す ． 車 輪 に 雷 事 肩 ■）し．サ ■ ■ 且 の ■ †，■ 錮1 1 の 胃上 ．■ れ ■ ■ （ただ
°°巾叫 か ら■ 出 され た 肝 胃書 が フアンナ インゲ ■ 鉾（肝 0 1の 僻 事 バ （e H ■F 工プロダ ウム 肩 ●の 肩 鼻 主 体 ． プ ロジェクト エ ー ジェンシー コプ ロジ し■ 胃 では ない ）に 才肩 丁 も
ネ ルモ ■ ■ （仙 c°佃 lJ 坤 へ の● 托 ）．t た 胃1 叩相川 日日＝■ ■事 工クト■事 の 肩 先王 事 ）
・ 肩 ● 貴 人 ■ は ．ピ 7 レビ1 －7 － ヽ● ■（■ 肩 鼻 胃 ）．■ ■ 息 出 川 帽 鵬 小
と丁 も． ・ F t 香 ■t は ．ビア レビ1 － 7 － ．● 轟 （■ 1 轟 胃 〉か らの 絆す t ．上 ■ ● 与の 肩 ■ －■ によって胃 t ．
・ 3 1 八・一 ル （3 胃t 胃 1 とした ■■な 事 ■ ■■ ）に よ る■量 胃 の ■ ■t l＝よ って ■ t ．
・ 肩 書 ■ 事は ．胃 雷 門 ・柱 胃網 t t t 中心 とし．牡 ■鴫 ニ ーズ （書 中 ■■ ）．
討 i ・■ T の■ 甘 さ【事 ■ ■● ）的 ■ す あ．




























































































































（諺自己点検による評価 ・大学への依頼 （助言） ・評議委員会



























農芸化学専攻課程博士課程　修了??????? ? ? ? ?
? ? ? ? ?





































































































































































































































































































































































































































































































































































（1 機 関 当 た り百 万 円 ）
支 出 樋　　　　　　　 ．
（構 成 比 ）
財 源
l （檎 成 比 ）
人 件 費





一 般 財 源





外 部 支 出 研 究 費 5．4 0 ．9 1使 用 料 1．6 0 ．3％
依 籾 杖 験 検 査 費 8 ．4 1．5％手 数 料 6 ．5 1．11
指 導 普 及 費 8 ．8 1．5 ％研 究 関 連 経 費 2 ．2 0 ．4％
施 設 整 傭 費 5 5 ．5 9．6％特 脾 料 等 収 入 0 ．6 0 ．1l
庁 舎 改 修 費 17 ．0 3 ．仇 そ の 他 の 収 入 等 19 ．5 3 ．4 鷺
撃 畢 費 64 ．8 1 1．3％ 0 ．0 0 ．0 1




















































































（単 位 ：千 円 、％ ）
人 件 責 調 査 研 究 費 依 搾 試 験 検
査 書
指 導 普 及 責 施 般 整 憺 費 庁 舎 改 修 責 維 持 運 営 費 会 計
1 橡 開 当た り
平 均 運 営 経 費
斬 拉 再 絹 撮 蘭 395－2 13 70．773 7．242 8．79 1 70．90 1 tl．420 62．420 64 6．760
そ の 他 機 関 352．0 45 62．150 8．598 8．765 53．125 17，840 82．13 9 584 ．140
構 成 比 新 設 再 縞 檀 蘭 61．t 10．9 1．1 1．4 1 1．0 1．8 tと7 100．0





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































課題評価については、前回調査において、既に研究開発機関等の約6 0 ％、研究開発制度等の約9 0 ％が評価
に着手し、大綱的指針の策定以来の着実な進展が見られたことが判明したが、今回の調査においては、研究開発





























課題評価について実施状況の仔細を見ると、前回調査 （大綱的指針の策定～平成1 0 年8 月の実施状況）では、
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1 9 1 7 年 （大正 6 年） 3 月東京 ・文京区駒込の地に財団法人 「理化学研究所」が創設される。
′l一
漣 船 手 跡 兎 所 嶺 の 施 行 臨 よ 二互 鋳 塊 法 天 守 運 化 手 癖 見 所 」：凍 尭 鹿 〕こ
：工こ；．1・ジ：’9 ．こ5 °！：：8 手工 j3 ．；且 ：； 十鱒 ニー．
1．・・．ヽ・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ’ヽ′ ′ー






1 9 8 6 年 （昭和 6 1 年）1 0 月フロンティア研究システム和光 に設置
当 すす甘‥　 バ、泊 池 喪：亘串 フォこ：卜’ダイナ：督クズ研究 懲ン：夕童をイ山台市 に瀾 設
1 9 9 3 年 （平成 5 年）1 0 月バイオ ・ミメテ ィツクコン トロール研究セ ンターを名古屋市 に開設
1 9 9 7 年 （平成 9 年）1 0 月
播ー磨研究所を播磨科学公園都市 に開設、S P ring－8 供用開始
一脳科学総合研究センターを和光 に開設
∴ヽ　′・ 工だ…．こ i工i こヽジこ：」⊥こ：ii・ii・完占 …工ヽ．ご ・自信こ 手パ′



































フロンテ ィア 研 究 システ ム 71名
（9月まで）
脳 科 学 総 合 研 究 セン タ＝「 285名
ゲ ノム 科 学 総 合 研 究 センター 125名
若 手 研 究 員 制 度 基 礎 科 学 特 別 研 究 員 222名

















一 般 研 究 ・基 礎 科 学 研 究 等 116 17
原 子 力 関 係 研 究 6588
ラ イフサ イエ ン ス 2060
播 磨 研 究 所 ／大 型 放 射 光 施 設 （S P ring－8） 9805
フ ロンテ ィア 研 究 シ ス テ ム 2669
画 科 学 11218
ゲ ノム 科 学 80 27
人 件 費 等 104 47





















































6－3－02理化学研究所アドバイザリー ・カウン 蟹、買 （平成4年達シル設置要領 第26号）
6－3－03理化学研究所アドバイザリー ・カウン 　ヽ‘1い睾 （平球4年達シル実行委員会設置要領 － 第2号）
6－3－04理化学研究所アドバイザリー ・カウン 固 写 （平成4年達シノ．し委員選考委員会設置畢領 第8号）
6－3－05主任研究員研究室アドバイザリー ・力固 買 （乾成り 達ウンシル設置要領 第1．6号）




6－3－08バイオ・ミメティツクコントロール研究 諒 画 （果球5年細センター運営委員会運営細則 則第ラ音）二
6－3－09脳科学総合研究センター アドバイザ ′　ヽ矩
圏 （．平成9年細











6－3－12国際フロンティア研究システム研究 画 園 （昭和里 隼評価要綱 妾絢第4号）
6－3－13フォトダイナミクス研究評価要綱 国 園 （平成2年要綱第18号）
6－3－14バイオミメティックコントロール研究セ lヽ園 （平成5年細ンタ一研究評価細則 り几一一E．1 則第8号）
6－3－15脳科学総合研究センター 研究レ －iヽ園 （平成9年細ビュー委 員会設置細則 ．‘’rT 則第16号）
6－3－16ゲノム科学総合研究センター 研究評
－ ：，1（景辞10年
欝 畢 26．ヽ国価委員会設置細則 嘩
6－3－17
理研白Nt 研究センター 研究評価委 ＼筋頭 ロ迂］ごI：T．二
（．平成T o年
員会運営細則 監ヨ巳とj細則第4 号）

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































依： ：訪 ’試　 験 1 0 ．O　h川 5．724　録57．240　hr
設　 備　 開　 放 3 ．5　h用 4．979　桿17．426　hr
































技術フドラ・綱目全 2　9 ．O　hバ 37　芹1．073　hr
月 例 セ ミナ ニ 1 1 ．O　h／鈴 12　倍 132　hr
講　 師　 派　 遣 1 6 ．O　h／件 179　件2．364　hr
技　 術　 書　 査 1 2 ．O　h！桿 474　件 5．688　hr
交流 団体支 線 4 ．O　h用 198　桿 792　hr
施　 設　 見　 学 2 ．5　h／桿 236　桿 590　hr





論　文　等　一婦　裁 8　0 ．O　h／件 49　件3．920　hr
学　会　等　翠・衷 5　6．O　h／件 187　丼10．472　hr
研　究　発　表，会 7　2 ．O　h／桿 21　件1．512　hr
工 業 特許 出願 9　6 ．O　h／桿 23　桿 2．208　hr




技　術　研　修　生 5　6 ．Oh／人・月 97　人・月5．432　hr
O　R　T　研 修 生 6　6 ．Oh／人・月 63　人・月4．158　hr
海　外　研　修　生 1 1 6 ．Oh／人・月 5　人・月 580　hr


























吊 胃用 土：葺 6　　人
2　　人
措 く菅テ＿詔　 究 摘 出 Ⅲ ：睾 11　人
15　人
共　 同　 研　 究
日4テーり
雪酎 亨用 土：葺 16　人
7　　人









雪酎 鵠 Ⅲ ：葦 7　　人
2　　人
大阪府蔑要輩糞 榻 鵠 Ⅲ ：蔓 3　 人
4　　人














受 託 研 究
・企 業 が 投 備 ・人 材 等 か らみ て 自 己 研 究 が 困 難 な
2 1 8　 h ／ 件
○ 事 前 相 談　　　 ；4　 h
技 術 抜 題 につ い て 、 依 頼 に基 づ き 実 施 す る 研 究 ○ 文 献 調 査　　　 ；24　 h
・契 約 の 前 に、 研 究 手 法 や 計 画 に つ い て 綿 密 な 打 ○予 備 的 研 究 ・検 討 ：32　 h
合 せ や予 備 研 究 を行 って い る。 ○手 抜 き　　　　　 ；4　 h
・技 術 相 談 の握 題 や研 究 開 発 の成 果 が 発 展 して 行 ○ 研 究　　　　　 ；14 0 漸 羅 謹S琶 鴫 星 ］軸 蝕 王手：三…
う研 究 が 多 い ． ○ 報 告 書 作 成　　　 ；14　 h ・
依 滴 試 験
・企 業 か らの 一依 頼 に よ り、 材 料 、 部 品 等 の 各 種 試
1 0　 h ／ 件
○ 手 抜 き ・相 談 ：2　 h
験 、 分 析 、 測 定 、 特 殊 加 工 な ど を行 う 。 ○ 分 析 ・試 験 ：6　 h （例 ） 塩 水 噴 霧 試 験 ；2日／胡
・試 験 項 目 の相 談 に加 え 、 評 価 を 含 め た 試 壊 桔 果 ○ 結 果 の評 価 等 ：1　 h　　　 蛍 光 X 線 分 析 ：2日川 ヨ
を 企 業 に 示 す． ○ 報 告 雪 の 作 成 ；1　 h　　 l子抽 表瑚　 ；2日／壬ヨ
・1 件 あ た り 3 項 目 の 検 査 依 頼 （1 1バ II耶 ／54 83錬） ー （鞘 2h／朋 り 朋 ／ 件 ）
機 器 貸 与
・企 糞 に 対 し各 種 分 析 ・計 測 機 器 や 環 境 評 価 機 器
3 ．b　 h ／ 件
○手 続 き ・取 故 説 明 ミ 2 h
の 開 放 利 用 を 実 施 して い る。 ○ 利 用 者 に よ る 使 用 ； 1 h 【鞘 2h X l！2 （餌 、糾 、即 【立会）
・再 現 性 あ る 結 果 が 得 られ る よ う使 用 方 法 の 説 明 ○ 報 告 事 務 手 昆 き ；0．5 h （柑 0餌 舶 ）
を 行 い 、 得 た 結 果 の 評 価 ア ドバ イ ス を 行 う。 ※ 鞋 扶 利 用 者 の 填 含 、 使 用 時 の 立 会 時 間 は や や 短 い
織 豊 利 用
・研 究 所 が 所 有 す る 機 器 に つ い て 、 企 箕 に広 く閃
1 9 ．O　 h ／ 件
○ 講 義 用 賀 料 作 成　 ；4　 h
故 利 用 して も ら う た め に 行 う講 習 会 ○ 実 習 の 準 備　　 ； 3　 h　 （1 h x 3 人 ）
抜　 管　 会 ・鶴 巻 説 明 時 、 参加 企 翼 に あ った 試 料 で デモ 這 転
を 行 う。











技 術 指 導
・支 接 セ ン ター で 概 要 を 把 握 した 後 、 相 校 に 的 確
1 ．53　h ／ 件
○ 専 門 職 員 の相 駁 ；1．23 h （実 積 よ 湖）
に 対 応 で き る専 門 培 員 が 指 導 に あ た る． ○ 報 告 書 作 成　　　 ：0．3　h
（来 所 ） ・関 連 す る 専 門 職 員 や 指 導 事 例 、 文 献 紹 介 も行 う ※ 3 時 間 程 度 の 相 談 ケ ー ス も多 い 。
技 術 指 導
・支 援 セ ン ター で 概 要 を 把 捉 した 後 、 専 門 職 員 が
0 ．53　h ／ 件
○ 専 門 職 員 の 相 談： ：0．4 3 h （実 繚 堪 畢 ）
電 話 口 に 出て 指 導 に あ た る。 ○ 報 告 書 作 成　　 ；0 ．1 h
（電 話 ） ・2 回 目 以 降 は 直 接 専 門 機 員 にか か る 場 合 が 多 い 腋 粥 桶 的 縮 、朋 の して叫 明 神 神
実 地 指 導 ・企 業 か らの 依 頚 に応 じ、 生 産 現 場 に 鞋 員 を 派 遣 8　 h ／ 件 ○ 企 集 まで の 往 復　 ；出 儀 実 接盈 折 損
7　パイ　一泊 し、 生 産 技 術 や 作 業 合 理 化 の 技 術 指 導 を行 う 。 （現 地 で の 技 術 指 導 は 2 － 3 h （用 ⊂肱 川 台も扇 ） ）
技　 術 ・研 究 員 が 数 年 来 取 り組 ん で き た技 術 誌 諸 に 的 す
2 9　 h ／ 件
○ 賃 料 作 成　　　　 ：2 4 h （3 日）
る 研 究 成 果 等 を 広 く企 黛 に 普 及 す る 。 ○ 沫 演 準 備　　　　 ；　 2 h
フ I －ラ▲ ・扶 養 形 式 で 行 う ． 多 くの 資 料 準 錆 を 必 車 とす る ○ 】資濱　　　　　　　 ：　 3 h
月　 例 ・主 に 外 部 講 師 及 び 研 究 員 に よ る 最 新 技 術 情 報 の
1 1　 h ／ 件
○講 師 と の打 合　 ：4　 h （2 h X 2 回 ）
普 及 を 行 う。 ○ 賃 料 作 成　　　 ； 2　 h
セ ミ ナ ー ・研 究 員 が 、 テ ー マ設 定 や 旗 師 遜 定 ・交 渉 を 行 う ○ 講 演 の 立 合 等　 ： S　 h
技　 術
研　 修　 生
・研 究 員 の 技 術 や 投 樽 ・検 器 の 操 作 技 術 等 の習 得
を 目 的 と し、 1 － 3 ケ 月 間 か け て 研 修 を行 う ．
・当 初 及 び 定 期 的 に、 集 中 した 指 導 が 必 要
5　5　 h ／ 月
○ 集 中 指 導　 ：16 h ／ 月 （8 h X 2 回 ：月 2 回 ）
○ 毎 日 の 研 修 内 宮 打 合 ：40 h ／ 月 （2 h ／ 日 x 2 0 日）
O R T
研　 修　 生
・研 究 所 が 行 う研 究 所 の 研 究 に 企 業 技 術 者 を 参加
5　5　 h ／ 月
○ 集 中指 導　 ；15 h ／ 月 （8 h ）く2 回 ：月 2 回 ）
さ せ 行 う 研 修 で 、 3 － 5 ケ 月 間 か け て 行 う。 ○ 毎 日の 研 修 内 容 打 合 ；40 h ／ 月 （ 2 h ／ 臼 x 20 日）
・研 究 手 法 ・や り方 に つ い て 集 中 した 抒 導 が 必 要 ○ レ ポ ー ト作 成 指 導・ ；10 h ／ 月 （0．5日／ 日 ×2 0 日）
海　 外 ・海 外 か ら の 研 修 生 を 受 入 れ 、 3 ・－5 ケ 月 の研 修
1 1 5　 h ／ 月
6 6　 h ／ 月
1 2　 h ／ 件
1 5　 h ／ 件
4 ．O h ／ 件
2 ．5 h ／ 件
○ 集 中 指 導　 ；16 h ／ 月 （3 h X 2 回 ；月 2 回 ）
を 行 う。 ○ 毎 日 の 研 修 内 容 打 合 ；80 h ／ 月 （4 h ／ 臼 x 20 日）
研　 修　 生 ・マ ン ツ ー マ ン の 指 導 が 必 要 ○ レポ ー ト作 成 指 導　 ；20 h ／ 月 （1 h ／ 日 x 20 日）
学　 生
受　 入　 れ
技 術 書 圭
講 師 派 遣
交　 流
・大 学 の推 薦 に よ る 学 生 に 対 して 行 う技 術 研 修 ○ 集 中 指 導　 ：16 h ／ 月 （8 h X 2 回 ：月 2 回 ）
・基 碇 知 職 ・技 能 に つ い て 、 集 中 指 導 が 必 要
・企 菓 朝 貢 等 を 措 け る 序 の技 術 的 事 項 に つ い て 審
○ 毎 E の研 修 内宮 打 合 ；40 h ／ 月 （2 h ／ 日 x 20 日）
○ レポ ー ト作 成 指 導 ：10 h ／ 月 （0．5日／ 日 ×20 日）
○ 貫 科 の 謂 董　　　 ： 4 h ／ 件
圭 を 行 う。
・企 黛 や 各 種 団 体 か らの 求 め に 応 じて 、 研 究 員 を
○ 内 容 の 検 討　　 ； 4 h ／ 件
○評 価 表 の 作 成　　 ；4 h ／ 件
○ 雄 演 内 容 の 臼 至 ； 8 h ／ 件
講 師 派 遣 す る 。 ○ 資 料 作 成　　　 ： 8 h ／ 件
・棟 演 形 式 で 行 う た め 、 賀 料 率 揃 等 が 伴 う． ○ 会 場 まで の 往 復 ・講 演 時 間 ； 出 事 実．稜 で カタンr
・大 阪 府 技 術 協 会 を は じめ と して 研 究 所 が 交 流 等 ○ 打 合 せ 等 会 堵　 ： 4　 h ／ 回 ・件
団 体 支 綾 を 行 って い る団 体 に 対 す る 支 緩 業 務 ○ 企 業 で の 打 合 せ 、 扶 濱 会 等 ：　 出 張 実属 で 如 融
施 設 見 学
管 内 出 張
・各 種 団体 等 の 研 究 所 毀 偽 に つ い て の 施 投 見 学 ○ 所 内 見 学　　　　 ： 2　 h ／ 件
・専 門 的 な 質 問 に 対 処 す る た め 研 究 鼻 が 対 応 す る ○貫 鉦 応 答　　　　 ：0．5　h ／ 件 （引 車 は管 理 部 門 ）
現 地 指 導 、 璃 師 派 遣 等 に 伴 う府 内 出 張 2 3 3　 h ／人・年 iイ4 ．9378バ （美 校．）り 相 手 14 7人 ・ 2即日拍／人・辛
－320－






8 0　 h ／件
○データ整理　　 ：24 h ／件　 （3 日）
・論文審査に対 し二十分な検討と資料作成が伴う ○文章のまとめ　 ：55 h ／件　 （7 日）
学会発表
・研究成果について、脊柱学会で発表する
5 5　 h ／件
○データ畳理　　 ；24 h ／件　 （3 日）







7 2　 h ／件






・公開で閲推 し、関係企業に成果を報告する。 ○文章のまとめ　 ；24 h ／件　 （3 日）
○資料作成　　　 ；16 h ／件　 （2 日）
○スライ ド等の作成 ；e h ／件　 （1 日）
工　 箕
所　有 権
・研究員が克明 ・考案 した工業所有権 を有効利用
9　6　 h ／件
I
○デ胃夕立理　　 ；24 h ／件　 （3 日）






○拒絶理由に対する鞠査32 h ／件 ．（出城、lえ… 苓）
管外出張 学会発表、技術拍童等のための他府県出張 1 9　 h！人・午 帥 398日／年（袈繚）ド＝柑 ◆147人・19 柚／人・年












・中小企業創造基盤技術研究事叢（旺DO受印ま） 霊 鵠 鵠 盈 釦 溜 15人4 4埴／帥2188／臣5／5・872 h




帥1 3 4 9h／人事
慧 霊 鵠ー ；8人） 冒 雲呈3人4 4的／餌2188／羊X5／5工872 h
5人4 4相川x218日！辛x2／51 349 h
I蚤毒　2 9　0h／人告至芸震 ；霊 霊 5人） ［雷霊宝3加4舶／臣2188／辛X4／12月I5／5・290h
10年10月　より研究を開始 帥1 1日　 6h！人年 2人疇4相川121郎／年X4／12か2／5も116h
・研究総合調整事業 貫圧雪　3 4 9h／人辛
モ硯 1 7 4h！人事













三石と金玉、大字署が、帥f橘有する人材、蛸、出耶育tに封し、竃封ほ ‡伝書　5 2 3h／人‡




呈霊 ；告 ；▲　 ［豊 16人4 4絹！臣2188バX3／5・523 h
T1 4 4埴ノ臣218月／年目／5・174 h
調査
研究
新技術 ・新理論において、その普及を図るた 貫伝書　3 4 9h／人事




芸霊 ；告 ：人　 ［豊 34人4 4柏／臣218日／年x2／5・349 h
40人4 4相川x218甘！年目／5g 174 h
左餉 今後取り組むべき研究事翼の鞍馬を発振する IE書1 7 4h！人年










地域結集型共同研究亭真 （地域C O E ） 猥番　8 丁2h／人雪
印1 5 2 3h／人事
芸霊 告 人　 ［豊 71 4 4鴨川t2188／‡XS／51 872 h
21 4 4嶋／い218日作13／5暮523 h
大阪府先導的研究事業 （トバー7日トラtM ） 離毒　8 7 2h／人年
モ咄　 5 2 3h／人事




（例えば、3 グループ （6人）の共同研究であれば、 3人が茸任著で残る5人が輔佐をするとして試算）
0 1 日研究時間 ；4 時間 （九一テン黛務の合間をぬって行うこと及び研究の寝類により連続実験が必要なテーマ等があること．
ヒヤリングでは2 一・6時間の範囲のため、平均的に半日 （4 時間）従事するとした。
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表彰の種類 （名称） 対象 （年間表彰定数） 表彰式等 推薦時期
科学技術功労者 画期的な発明 ・研究を行った方。優 科学技術週間中（4月）に 5月～















ノ／ ／ノ（平成10年度発足） 学技術の普及啓発に尽力 し優れた成
果 をあげた方（約5名）
職域における 各職域において科学技術の改善向上 科学技術週間車 （4月）に 5月～
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